


話
題
の
病
害
虫
と
防
除
対
衆

熱水土壌消毒後 千
葉
県
長
生
地
域
に
お
け
る
ト
マ
ト

で
の
熱
水
土
壌
消
毒
の
取
組
み

千
葉
県
長
生
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
　
大
嵩
洋
子
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若
梅
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・
目
原
秀

一

写真 1 吉 枯病で欠株統出剛場からしおれのない人■ トマ ト回場へ変身 !

千
葉
県
長
生
地
域
は
千
葉
県
の
中
央
、

年
間
積
算
隆
Ｎ
量
約
１
６
０
０

ｍｍ
の
温
暖

な
地
域
で
あ
る
。
こ
の
産
地
で
は
、

大
型

集
選
呆
場

（Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
長

生
）
を
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
長
生
施
設
野

業
部
会
員
１
９
２
戸
が
延
べ
５９
ｈａ
の
ト
マ

ト
栽
キ
を
行
っ
て
い
る
。

当
地
域
は
半
促

成
、

抑
制
、

越
矢
のヽ
３
つ
の
作
型
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
夏
期
に
は
青
枯
病
、

欠
期

に
は
褐
色
根
腐
病
、

根
店
萎
ち
さ
２
加
の

市埜
害
が
あ
る
。

熱
水
上
壊
消
毒
が
注
目
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、

メ
ロ
ン
の
上
壌
伝
染

性
ウ
イ
ル
ス
病
防
除
対
策
と
し
て
千
葉
県

農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（千
葉
農
総
研
）

暖
地
園
芸
研
究
所
環
境
研
究
室
が
、

平
成

理
生
度
に
章
引
式
熱
水
土
壌
望

チ
“
導
入

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

牽
引
式
熱
水
土

壊
消
毒
機
の
性
能

簡
便
性
　
有
効
性
は
、

土
壌
病
害
多
発
に
悩
ん
で
い
る
ト
マ
ト
農

家
も
高
い
関
心
を
寄
せ
た
。

‐５
年
度
に
は
、

野
菜
茶
業
研
究
所

（野

茶
研
）
お
よ
び
千
葉
農
総
研
の
協
力
を
得

て
、
ト
マ
ト
青
枯
病
に
悩
む
農
家
２
戸
で

熱
水
土
壌
消
毒
試
験
を
実
施
し
た
。
こ
の

農
家
の
回
場
は
、

接
ぎ
木
栽
培
で
も
収
穫

始
期
か
ら
枯
死
株
が
発
生
し
て
い
た
が
、

熱
水
土
壌
消
毒

（や
引
式
、

熱
水
投
入

量

”
２
５
０
２
／
！ｍ
、

接
ぎ
木
栽
培
も
祉
続
）

を
実
施
し
た
結
果
、

発
病
株
率
１
％
以
内

に
ま
で
敵
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

（写

真
１
）。
こ
の
取
組
み
結
果
は
、

臭
化
メ

チ
ル
剤
に
番
わ
る
土
壌
消
毒
法
を
求
め
て

い
る
多
く
の
施
設
ト
マ
ト
農
家
も
注
目
し

た
。そ

し
て
ヽ

‐５
年
度
と
１６
生
度
に
１
台
ず

つ
計
２
台
の
牽
引
式
熱
水
ｉ
壌
消
毒
機
が

導
入
さ
れ
た

（写
真
２
）。
ま
た
、

青
枯

病
、

褐
色
棋
腐
病
お
よ
び
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ
の
防
除
を
目
的
に
上
壌
消
毒
機
の
レ

ン
タ
ル
に
よ
る
実
施
者
も
増
え
た
。

１６
年

熱水土壌消毒前

熱
水
土
壌
消
毒
に

取
組
ん
だ
経
緯



話題の病害虫と防除対策

「真 3 施 設野菜農家を対象に行われたi壊 消毒研修会  写 真 2 平 成15年度 事 業導入により4戸で共同購入
(H16715) し た熱水上壌消毒機

図1 熱 水土壌消毒処理圃場のトマト作付後におけるハウス中央部及びハウス周編部の熱水土壌消毒効果と

殺線虫粒剤の併用効果 (協 力機関:千葉農総研応用昆虫研究室)

発
生
度

６０

５０

的

３０

２０

１０

０

青
枯
病
菌
発
生
度

度
に
は
計
２０
件
、
２
　
５
ｈａ
の
施
設
で
熱

水
土
壌
消
毒
が
行
わ
れ
、

あ
わ
せ
て
上
壌

消
毒
実
演
会
も
開
催
し
た

（写
一具
３
）。

こ
の
う
ち
の
１５
回
場
で
千
葉
農
総
研
お

よ
び
同
農
業
改
良
課
専
門
技
術
景
と
連
携

し
、

当
地
域
に
お
け
る
熱
水
土
壌
消
毒
の

効
果
、

処
理
条
件
等
を
調
査
し
た
。

aω
‐５
回
場
の
防
除
結
果

Ｏ
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対
す
る
効
果

熱
水
土
壌
消
毒
後
に
殺
繰
虫
粒
剤

合不

※1 発 生産の算出は以下の指数および式による。
指数0:ネ ヨブセンチュウ頭数0。指数l l頭 以上 10頭未満。指数2■ 0頭
以上100頭未満。
指数3:100頭 以上 lp00頭未満。指数4 1,O Xl頭以上。

発生度営lΣ 〈指数X発生程度,け点数)/4X調 査点数IX〕00
※2 ネ ヨブセンチュウ調査は ベ ルマン法による生上20宮中の頭数調査を実施b

調査協力機関 :千英農14"F応用見虫研究室

10cm       30cm        10cm       311cm        10cm       30cu1        10cln       30cm
ハウス周縁部      ハ ウス中央部      ハ ウス周縁部      ハ ウス中央部
粒剤施用無し      粒 剤施川無し      粒 剤施用有 り      粒 剤施用有 り

熱水土壊消毒処理圃場のトマト作付後における健全株元及び発病株元の土壌中青枯病菌発生程度

(協力機関:千葉農総研病理tll究室)

米I 言 枯病菌発生度の算出は以下の指数および式による。
指数Oi章 枯病菌笹度0(CFU/g乾 主)。指数1:100以 上 1000未満b指 数2:1000以 上 l●00u夫消。

指数&lo000以 上。

青枯病画発生度―IΣ (指数X発生程度ツU点数)湾 X調査点数十X100

※2 言 枯病菌調査協力機関 :千奏農総研病理研究室

Ocn   30ca1   60ct
接 ぎ木

Ocu1   30cコ    60cコ     Ocal
自根

発病株

30m   60cm
接 ぎ木

表l A氏 園の調査固場の概要

1 前 年度の状況

0 抑 常Jヽマ ト栽培 (6/下 は覆、8/下 ～ 10/下 収種)
品  種 iハウス桃太郎 (台木 tBバ リア)
と概泊荘 サイtrン油剤■ネヤ トリンエース粒剤
作付後の青枯病による枯死林革 :35%

② 半 促成 トマ ト裁培 (9/下 は種 2/中 ～ 6/下 収穫)
品  種 ,ハウス桃太郎 (台 木 :ガードナー)
士壌消毒 :ネマトリンエース施剤
作付後の青枯病による枯死株革 :0 0%

2 今 年度の耕穫掘要 (加命Jトマ ト栽培)
品  種 :ハウス桃太郎 (吉木 :Bバ リア)
作付前土壌消豪 :熱本と壊消毒+ネ マ トリンエース粒剤
定植口:7/28

栽植本数 :1982本 /10a
栽培法 :養紙工新裁培
基肥 (10a当 たり)
■養推肥2t
吉上石灰30kg
FTE4■ ど、(従来はN成 分で5k宮 /104の 施用量)
収陸期目 :8/26～ 11/10
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表 2 熱 水土壊消毒回場における土壌病害虫の死滅温度以上に達した地温の積算時間

※ 死減温度として青枯病菌では52℃ 10分 間、センチュウ類では50℃ 311分 間に基づいて算出した積算時間 (hr)

表3 熱 水土壊消毒団場における処理前、処理後及び作付後のトマト青枯病菌密度 ※
1

※2184
04 00

402 395 04

152 77 316

携 深散 m

※1 青 枯病菌調査 :野楽茶業研究所
※2 X103cFU/g乾 土

マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス
粒
剤
）
を
施
用
し
な
か

っ
た
８
圃
場
で
は
、

ハ
ウ
ス
中
央
部
で
は

高
い
抑
制
効
果
が
認
め
ら
れ
た
が
、

周
縁

部
は
多
く
の
国
場
で
多
発
し
た
。
し
か
し
、

と，
値
前
に
殺
線
虫
粒
剤
を
併
用
処
理
し
た

７
固
場
で
は
、

周
縁
部
も
中
央
部
と
同
等

の
効
果
が
認
め
ら
れ
た

（図
１
）。

②
青
壇
柄
に
対
す
る
効
果

青
枯
病
防
除
を
目
的
に
熱
水
上
壌
消
毒

を
実
施
し
た
６
固
場
の
う
ち
５
圃
場
は
接

ぎ
木
栽
培
も
あ
わ
せ
て
行
っ
た
。

そ
の
結

果
、

発
病
抑
制
効
果
は
高
く
、

接
ぎ
木
栽

培
を
実
施
し
た
う
ち
クの
３
圃
場
で
は
１
０

０
％
塗
流
を
抑
え
た
。

ま
た
、

熱
水
主
壌
消
毒
後
新
た
に
発
病

株
が
認
め
ら
れ
た
１
圃
場
を
加
え
た
７
圃

場
で
、

作
付
終
了
後
に
塗
加
の
有
無
別
に

深
さ
ご
と
に
株
元
土
壊
の
青
枯
病
菌
密
度

を
選
択
培
地
を
用
い
て
調
査
し
た
。

そ
の

結
果
、
接
ぎ
禾
裁
拝
闘
場
で
は
、

健
全
株

の
な
万
土
壌
の
半
数
以
上
か
ら
菌
が
検
出

さ
れ
た
が
、

大
半
は
１
０
２
Ｃ
Ｆ
Ｕ
／
ｇ

以
内
で
、

菌
密
度
は
全
体
的
に
低
め
だ
っ

た

（図
２
）。
１
０
３
Ｃ
Ｆ
Ｕ
／
ｇ
以
上

の
菌
密
度
で
発
病
す
る
と
い
わ
れ
る
青
枯

病
菌
で
あ
る
が
、

こ
れ
以
上
の
菌
密
度
は

深
さ
０
伽
お
よ
び
３０
伽
で
認
め
ら
れ
、

働

側
で
は
い
ず
れ
の
回
場
も
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

０
熱
水
土
壊
消
〓霊
駿
に
の
土
壊
調
査

①
主
壊
深
度
別
の
地
温

熱
水
効
果
を
よ
り
詳
細
に
解
析
す
る
た

め
、

被
害
の
特
に
激
し
か
っ
た
１
回
場
で

土
壌
調
査
を
行
っ
た
。

対
象
圃
場
は
５
連

棟
ハ
ウ
ス

（間
日
８
ｍ
ｘ
奥
行
４２
ｍ
／
棟
）

で
耕
種
盤
要
は
表
１
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

熱
水
投
入
量
は
前
年
度
発
病
株
の
集
中
し

た
棟
を
３
０
０
２
／
２ｍ

と
し
ヽ

被
害
の
少

な
か
っ
た
棟
に
は
２
０
０
で
／
２ｍ

及
び
２

５
０
２
／
２ｍ

投
入
区
を
設
定
し
た
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
周
縁
部
か
ら
７０
ｃｍ
内
側
で
深
さ
１５

ｃｍ
ご
と
に
７５
側
ま
で
の
地
温
を
測
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
５
０
２
／
〓ｍ

以
上
熱
水
を

投
入
し
た
回
場
で
は
、

深
さ
７５
側
ま
で
青

笹
加
お
よ
び
セ
ン
チ
ユ
ウ
の
死
滅
温
度
に

達
し
た

（表
２
）
。
し
か
し
、
２
０
０

２
／
２ｍ

で
は
深
さ
６０
側
以
上
で
死
減
温
度

に
達
し
な
か
っ
た
。

②
土
壊
中
の
青
枯
病
菌
調
査

青
枯
病
菌
は
、

処
理
前
に
は
ほ
と
ん
ど

の
調
査
土
壊
か
ら
検
出
さ
れ
た
が
、

処
理

後
に
は
３
０
０
２
／
？ｍ

区
の
深
さ
６０
ｍ
と
、

２
０
０
２
／
２ｍ

区
の
深
さ
３０
ｍ
ぉ
ょ
び
６０

伽
で
検
出
さ
れ
た

（表
３
）。

ま
た
、

作
付
後
調
査
で
は
２
０
０
ι
／

0

0 0

3 5 郷 8

5 8

※25 9 0

3 0 6

軸

“
10 30 60 10 30 60

00 04 149 00

00 00 00 04 00 00

00 00 04 O ll 04 00

10 1  30 1  60



NOo N NH4 N 可給態窒素馳
日
田

03
-07

01

-10
α5

-05

51
-20

l10 41 41

ぷ
区
の
全
土
壌
か
ら
多
く
検
出
さ
れ
、

枯

死
株
率
も
他
に
比
べ
高
か
っ
た
。

③
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
根
部
被
害
調
査

作
付
後
全
途
調
査
の
結
果
、

全
体
に
軽

度
で
あ
っ
た
が
、

熱
水
が
十
分
に
入
ら
な

か
っ
た
ハ
ウ
ス
側
面
と
ウ
イ
ン
チ
設
置
場

所
で
根
こ
ぶ
の
着
生
が
み
ら
れ
た

（図
３
）。

④
二
壊
の
化
学
性

処
理
前
後
に
お
け
る
土
壌
中
の
残
存
肥

料
成
分
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、

処
理

後
、

硝
酸
態
窒
素
は
減
少
し
Ｅ
Ｃ
が
低
下

す
る
が
、

可
給
態
リ
ン
酸
及
び
交
換
性
塩

基
類
は
下
層
部
に
移
行
し
て
い
た

奪
ｒ
）。

ま
た
、

処
理
直
後
の
ア
ン
モ
エ
ア
態
窒

素
の
溶
出
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
要
因
に

は
、

熱
水
に
よ
る
硝
酸
化
成
菌
の
一
時
的

な
減
少
で
硝
酸
態
窒
素
の
生
成
が
滞
っ
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

長
生
地
域
に
お
け
る

熱
水
土
壌
消
毒
実
施
に

あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

三客
後
に
、

長
生
地
域
で
の
空
施
例
か
ら
、

熱
水
は
十
分
実
用
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
が
、

効
果
を
よ
坐
安
定
さ
せ
る
た
め
に

は
次
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
る
の
が
よ
い

と
考
え
ら
れ
た
。

/甫投入 した画場における土壊消暮処理前後の上壊分析結果 ※ 1

邦■
□
□

77

闘
田
田

※1 協力機関 |千葉農総研土壌環境研究室
※2 NO,Nは 、紫外吸光法による。
※3 無 機態窒素含量は、インキュベーション法による。
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】
一
一
一
「

話
題
の
病
害
虫
と
防
除
引
☆

Ｏ
　
処
理
前
圃
場
の
深
耕
　
均
平
化
　
乾

燥
を
徹
底
す
る
。

サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
等
の

使
用
で
硬
盤
を
な
く
し
、

ス
ム
ー
ズ
か

つ
均

一
に
注
暗
部
ま
で
熱
水
を
浸
透
さ

せ
、

防
除
効
果
を
高
め
る
。

の
一
標
準
熱
水
投
大
量
は
夏
期
で
２
５
０

２
／／正

と
す
る
が
、

処
理
時
期
や
前
作

が
土
壌
病
害
虫
多
発
国
場
の
場
合
の
発

■
程
度
、

菌
笹
度
に
よ
り
加
算
す
る
。

Ｏ
　
不ヽ
コ
ブ
セ
ン
チ
ユ
ウ
に
は
定
植
前
殺

繰
虫
粒
剤
散
布
を
行
う
と
、

相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

熱
水
が
湧
透

し
づ
ら
い
周
縁
部
や
ウ
イ
ン
チ
設
置
位

置
へ
の
横
牽
引
や
散
湯
チ
ュ
ー
ブ
設
置

な
ど
の
追
加
的
な
熱
水
投
入
が
有
効
と

思
わ
れ
る
。

０
　
青
枯
病
防
除
に
は
接
ぎ
木
栽
培
を
継

続
実
施
す
る
。

今
回
の
調
査
か
ら
青
枯

病
菌
は
国
省
度
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
が
、

土
壌
中
に
ま
だ
残
存
し
て
い
る
。

そ
こ

で
当
面
の
間
、

接
ぎ
木
栽
培
を
継
続
す

る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

な
お
、

感

染
拡
大
の
要
因
に
は
、

業
か
き
　
整
技

作
業
や
権
水
時
の
水
の
移
動
が
考
え
ら

れ
る
。

⑤
　
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
ケ
ー
ル

（湯
ア

カ
）
の
話
ま
り
に
注
意
す
る
。

水
源
と

な
る
地
下
水
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ナ
ト
リ

ウ
ム
な
ど
を
多
重
に
合
ん
で
い
る
場
合

も
あ
り
、

ス
ケ
ー
ル
と
し
て
消
毒
機
内

に
詰
ま
り
、

故
障
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
散
湯
器
を
こ
ま
め
に
掃
除
し
、

夜
間
運
転
を
行
わ
な
い
場
合
は
タ
ン
ク

内
を
空
に
し
、

沈
殿
物
の
付
着
を
防
ぐ

よ
う
ホ
！が
け
た
い
。

①
　
処
理
後
の
ト
マ
ト
は
強
草
勢
と
な
る

の
で
基
肥
は
１
～
２
割
減
に
す
る
。

熱

水
土
壊
消
毒
を
行
っ
た
国
場
で
は
い
ず

れ
も
強
■
勢
と
な
っ
た
。
こ
の
理
由
に

は
、

生
育
を
阻
害
し
て
き
た
上
壌
病
卓

虫
が
防
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

上

壌
水
分
が
豊
富
に
存
在
し
初
期
生
育
が

旺
盛
と
な
り
、

中
嫌
以
降
に
は
硝
酸
化

成
菌
の
再
活
性
化
で
硝
酸
態
窒
素
が
生

成
さ
れ
強
草
勢
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
も

要
因
と
思
わ
れ
る
。

０
　
処
理
後
の
定
植
に
は
土
壌
条
件
を
確

認
す
る
。

過
剰
な
上
壌
水
分
は
強
草
勢

と
な
っ
て
空
洞
果
の
発
生
を
招
く
の
で

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

夏
期
で

は
地
温
が
十
分
下
が
っ
た
こ
と
も
確
認

す
る
。

①
　
致
☆
すｉ
壌
消
毒
は
土
壌
病
害
虫
多
発

圃
場
で
実
施
す
る
。

熱
水
上
壌
消
毒
に

か
か
か
る
費
用
は
、
レ
ン
タ
ル
の
場
合

燃
出
費
も
含
め
る
と
１０
ａ
当
り
２０
万
円

程
度
で
、

慣
行
ｔ
壊
消
毒
剤
の
５
～
７

万
円
に
比
べ
割
高
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

ｉ
壌
病
害
虫
密
度
が
極
め
て
高
く
、

慣

行
薬
剤
や
抵
抗
性
台
木
を
用
い
て
も
被

害
が
多
発
す
る
よ
う
な
固
場
を
最
優
先

し
た
い
。

当
地
域
で
の
熱
水
土
壊
消
岳
の
普
及
推

進
に
あ
た
っ
て
、

野
菜
茶
業
研
究
啓
距
害

研
究
室
の
西
和
文
室
長
、

な
ら
び
に
神
奈

川
肥
料
株
式
会
社
籠
田
耕

一
社
長
に
は
多

大
な
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
中
し
上

げ
る
。

日本ラワ ィーポット・プロダクツG痢
〒2240044横 浜市都筑区仲町台271

TEL 045-945-3880

・根鉢形成前に若首定植可能
・苗の差し替え作業の軽減
・定植作業 ・時間の軽減
・直根性作物を、若百定植
すると育ちが違う
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